
ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

令和８年４月２０日 

タイトル 
県内初「バイスタンダーサポート事業」開始に伴い 

消防職員を対象とした講演会を開催します 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
４月２３日（木曜日）午後１時半～２時半 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

 市消防本部３階講堂 

（所在地：秦野市曽屋７５７） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 
 講師：バイスタンダー経験者 長野

な が の

 庄
しょう

貴
き

 氏 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

 秦野市では、救急現場に居合わせた方（バイスタンダー）が

生じる可能性のある精神的負担を軽減するため、東海大学医学

部付属病院（小川
お が わ

 吉
よし

明
あき

 院長）及びＮＰＯ法人 ＡＱＵＡ  

ｋｉｄｓ ｓａｆｅｔｙ ｐｒｏｊｅｃｔ救命事業部（すがわら 

えみ 代表）と提携し、今月から、包括的にバイスタンダーの

「心」を支える「バイスタンダーサポート事業」を開始しまし

た。 

 同事業の運用開始に当たり、事業の促進と応急手当の普及啓

発を目的として、バイスタンダー経験のある方を講師に招き、

応急手当を実施した方が抱える不安や心理的な負担などに関す

る講演会を、消防職員を対象に開催します。 

 

※バイスタンダーサポート事業の概要 

１ 市消防本部 

 (1) 初期対応として救急現場を知る職員が傾聴。必要に応じ、

提携した二つの機関を案内 

 (2) 応急手当実施者向けリーフレットを作成・配布 

２ 東海大学医学部付属病院 

  精神科の専門外来「バイスタンダー外来」で診察 

３ ＮＰＯ法人 ＡＱＵＡ ｋｉｄｓ ｓａｆｅｔｙ  

ｐｒｏｊｅｃｔ 救命事業部 

  専門カウンセラー（バイスタンダー経験者）によるピアカ

ウンセリングを実施 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

 心肺停止した傷病者に対しては、バイスタンダーによる応急

手当が必要不可欠ですが、救命活動後、多くの方が何らかのス

トレスによる反応を経験しています。 

 勇気ある行動後の生じる負担や不安に対するサポート機関が

不足している現状を解消するため、今月、サポート事業を開始

しました。また、今後の普及啓発の足掛かりとして、バイスタ
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ンダーの心的負担を理解し、今後の接遇に生かすため、組織内

部の学習の機会として開催を決定しました。 

今後の取り組み 

 市民向けに開催している応急手当講習会を通じて事業の普及

啓発をしていきます。また、現在はサポートの対象から外れて

いる、亡くなった傷病者の家族へのサポート「グリーフケア」

の体制づくりを目指します。 

取

材

対

応 

撮 影 
写 真 動 画 

可 ・ 否 可 ・ 否 

インタビュー 

対応者 

よみがな  ながの   しょうき 肩書 学年 クラス等 

氏名 長野 庄貴 氏 講師 

よみがな  いなげ   しんじ 肩書 学年 クラス等 

氏名 稲毛 真二 消防署消防管理課長 

制限内容や 

注意事項 

取材希望の場合は、２２日（水曜日）までに広報広聴課にご連

絡ください。 

問い合わせ 

（当日の担当者） 

消防署消防管理課 救急救命担当：室伏 

電話：０４６３（８１）８０２０ 

 


